ポンピドゥー・センター傑作展
－ピカソ、マティス、デュシャンからクリストまで－
東京都美術館（上野公園）　2016.06.11〜09.22
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　「ポンピドゥー・センター」は、フランス・パリの中心に位置する総合文化施設で、特に「国立近代美術館」はヨーロッパ最大級の近代絵画コレクションを所蔵していることで名高い。この名前は、第五共和政の第２代大統領で、現代芸術の擁護者でもあり施設を発案した当時の「ジョルジュ・ポンピドー」に因んでつけられたものである。本展は、20世紀（1906年〜1977年のタイムライン）〜現代までの珠玉の美術品の収集品から一年ごとに一作家一作品を厳選して、その流れをたどる傑作展として開催されている。
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≪大きな赤い室内≫　アンリ・マティス　1948年　
画伯の晩年のアトリエ内部を描いた集大成といえる作品で、油彩画として最後とされている。構図は、左の窓から始まり中央に横に伸びる「白」と「黄」のハイライトの一列が単純な画面を驚くほどのもので、画面右上の壁におかれている「四角の形態」は、しばしば自作の作品の中に描き込んできた「マティス」方式である。
画面は四等分されて画伯が好んだ「赤」が空間を占め、四つの主要なモチーフは黒い椅子を中心として結びついて、塗られていない白いキャンヴァス地がハイライトの役目を果たして画面をグッーと引き締めている。右下の机の下には、犬に追いかけられたぶちの猫が描かれて、犬も猫もカーペット模様のように抽象化されている作品である。
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≪ミューズ≫　パプロ・ピカソ　1935年
居眠りをする女性を描いた作品は、キュービスムスによって美術に革命をもたらした、夢や想像上の生物、無意識の表現を自由に描いた作品である。注目すべきは、黒い輪郭線と緑や青系の色面を組み合わせて描かれた画伯の代表作で今回初来日の展示である。
